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(資料用スライド）
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2. ICTTTTTT!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!英語授業 
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鹿追高校
#小規模高（学年2クラス） 

#連携型中高一貫 

#コース制 

#町からの支援 

#ICT環境 

#スタディサプリ 

#オンライン公設塾 

#カナダ短期留学 

#ALT 

#探究活動

①どんな仕掛けをしたか 
②その結果生徒がどう動いたか＆　　　　　 
　変化したか

本講座で皆さんに知ってもらいたいこと 



＃ICT環境 仕掛けその1～ICTと英語の授業～

• Google classroom 
• Google翻訳 
• Googleスプレッドシート 
• zoom



Google classroomの可能性

• 資料等をpdf化→クラスルーム上で共有 
• ルーブリックを作成し、デバイス上で評価すること
が可能 

• Google Meetで出席停止時もオンライン授業を



発音矯正　Google翻訳
• ウォームアップでの活用
（Brain Box） 

• ALTの発音指導

「言いたくても言えない…」をスプレッドシートで共有

• スモールトークやディスカッションで得た気づきを
残しておく 

• 他の生徒の動きも確認→刺激に 
• スピーキング力の向上に

生徒はどうなったか…
• カッコつけて英語で話すようになった 
• iPadを使う＝かっこいい→能動的に 
• 使いこなせる生徒→教員も知らない機能を使い
始める 

• 自発的に英語学習をする生徒の増加



習熟度別授業・コース別授業って？
• 習熟度で何を変えるの？ 
• 教科書は一緒なの？ 
• テストは？評価は？ 
• 何を目標に設定すれば…？

仕掛けその2 ～習熟度別授業～ 
英語が苦手でも話させる！

• コースで異なるのは、教科書の内容のみ 
• 本文の精読、解説＜概要把握、英語で伝える 
• Retellingを全パートで実施　 
• Retelling＋自分の意見を英語で言えるように
なるのが年間の目標

授業の流れ
• ウォームアップで英語を引き出す仕掛けを（Brain box＆ユメタン） 
• Oral Introduction等で概要把握＆リスニング 
• 本文を読んで理解を深める 
• 新出単語確認＆音読 
• キーワードを使いながらRetelling（日本語→英語） 
• 3回ほどペアを変えて英語でRetellingをさせ、発表（評価）

Lesson 5  
Space debris



Part 1
• On clear night, you can look at the stars in the sky. 
• Even though you can’t see it, you’re looking at the largest 
junkyard in the solar system. 

• The junkyard stretches to 20,000(32,186km) miles overhead. 

• Tens of millions of pieces of junk there. 

• Rocks, dust from passing comets  
• Most are manmade and called,                                
“orbital debris”

• Most of junk → large satellites and rockets 

• All the space junk weigh about … 11 million pounds / 
more than 3,000 cars! 

• The largest piece : a part of rocket ≒ family car size! 

• The smallest piece : smaller than your fingernail

pace junk weigh ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab ab

Part 2
• The junkyard is serious problem. 

• Thousands of satellites in orbit all the time. 

• Without tracking debris, we cannot avoid collision.



Now, please open the text p.82, 
read the 3rd paragraph, and 
find the examples of accidents.



Retellingの流れ
• 音読（リピート→個人→速読→overlapping→shadowing） 
• Keywordsのみを見ながら日本語で内容を共有　　　　　　　　　
（ペアで2分程度） 

• 英語で内容を伝える。その際必ず意見も英語で伝える。 
• ランダムで生徒を指名し、全体の前で発表。（評価）

Retelling活動の実際
• 特別進学コース：英検２級保持生徒も複数在籍　　　　　
刺激し合い高める 

• 国際探究コース：英語が苦手で基礎的な文法語法知
識が十分でない生徒が多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人前で英語を話すということを強制？することで、
少ない語彙でも簡単な英語で伝えようとする意識が
芽生える

生徒はどうなったか
• 特別進学コース：英語ができる生徒の真似をして、自分の
ものにしようとする意識が芽生えた。 

• 国際探究コース：人前で英語を話すことに慣れてきて、覚
えやすいフレーズであれば、活用することができてきた 

• 英検受験率の増加 
• チャレンジできる生徒→ユース国連大使2名



グループ討議

① 本講座で気になったこと or 聞いてみ
たいこと 

② 自校のICT環境＆活用状況 

③ どんな活動を今後していきたいか

まとめ
• 「ICTの使用≠授業の目的」だけど… 
• 使えるものは使ってみて、オリジナルなもの
を模索 

• 「英語を学ぶ」→「英語を使って学ぶ」への
シフトチェンジを



ご清聴ありがとうございました！ 
聞きたいことやリクエスト等あれば、　　
どしどしメールいただければと思います！

北海道鹿追高等学校 
佐藤　暢紀 
Mail: nbk0359@gmail.com

連絡事項
• 健康観察シートを事務局スタッフへ提出
してください。 

• 次のワークショップは15：10からです。


